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春の全国火災予防運動
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　ことしも2月28日から、3月13日まで「春の全国火災予防運動』がく1）ひろげられてお1）ます。

　蔵王颪の強いこのごろ、うっかり火のあと始末を忘れて起こす火災が絶えません。冬のうちは、寒さを

防ぐために火を大切にしますが、ちょっと暖くなると気もゆるみ、少しばっかりの火には気をかけなくな

るせいでしょうか。毎年3月が1番火災の多い月のようです。

①わが家の避難点検

3薙濡篶嶽おも殊黛の防止　　　隣りにも声かけあって

毬論夏藷籔誘轄どの安全避難体鑑“の確立　　　　よい防火

を重点目標として実施中です。

萎

白
石
市
生
活
物
資
等

屡
膣
対
策
本
部

設
置

　
石
油
危
機
に
と
も
な
う
、
市
民
生

活
の
緊
急
事
態
に
対
処
し
、
総
合
的

効
果
的
に
生
活
物
資
等
の
需
給
安
定

を
確
保
す
る
た
め
、
二
月
一
日
、
市

民
相
談
室
に
総
合
窓
口
と
し
て
、
「
白

石
市
生
活
物
資
等
需
給
安
定
対
策
本

部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
本
部
長
と

し
て
麻
生
市
長
が
陣
頭
指
揮
を
と
り

副
本
部
長
に
は
阿
部
助
役
が
あ
た
り

買
い
占
め
、
売
り
惜
し
み
に
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
璽

る
、
い
わ
ゆ
る
物
不
足
と
、
異
常
な

物
価
の
値
上
り
な
ど
に
よ
り
市
民
の

日
常
生
活
に
、
不
安
を
あ
た
え
て
い

る
各
種
の
苦
情
の
処
理
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
白
石
商
工
会
議
所
の
協
力

に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
相
談

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
る
よ
う

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

、
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“道ばたの碑。写真展

　3月22・23・24日
　　AM9．00～PM6、00
　　一　　◇◇　　一

道ばたの碑，，ものがたり講演

　3月23日　PM3．30～

　　講師　中橋彰吾氏

白石市民会館展示ホール

みんなで参加しましょう
　　　高令者のつどい

　　3月23日　PMI．00～

　白石市民会館第一集会室

　主催　白石市教育委員会
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
、
余
暇
を

…
駄
な
く
講
座
に
、
サ
ー
ク
ル
に
活

躍
し
て
お
る
青
年
達
が
、
市
長
室
に

市
長
を
お
と
ず
れ
、
日
頃
、
市
の
発

展
に
活
躍
し
て
お
る
市
長
さ
ん
に
、

し
暖
ま
る
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
若
人
ら
し
い
建
設
的

♂
話
題
に
、
市
長
と
共
に
、
時
の
過

き
る
の
も
忘
れ
て
熱
心
に
市
政
発
展

の
た
め
に
語
り
あ
い
ま
し
た
。
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　　　交通戦争私はこう考える
　　　一第2回白石衛交通安全市罠大会一（完〉

白石市交通安全市民大会において交通安企意見発表か付われました。発表に心をったれた参集者の中から

ひろく全市民に知らせて欲しいとの声がありましたので、青年の部を本号で発表をいたします。

　　　　　　“止ります、待ちます、車の切れるまで“

　
　
　
　
　
　
最
　
上
　
　
稔

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
青
年
と
し

て
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
朝
、
新
聞
を
見
る
た
び
に
、
交

通
事
故
の
記
事
が
出
な
い
日
は
あ
・
’

ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
我
々
青
年
が
起

こ
す
事
故
が
、
か
な
り
の
パ
ー
セ
ン

ト
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
だ
け
が
良
け
れ
ば
と
云
う
考

え
方
が
多
く
、
車
を
運
転
し
て
い
る

時
は
、
歩
行
者
の
こ
と
や
、
他
の
車

の
こ
と
に
気
を
つ
か
う
余
裕
が
な
い

の
で
は
な
い
か
、
こ
れ
は
、
私
達
す

べ
て
の
日
本
入
が
、
余
り
に
も
、
物

質
文
明
を
追
い
続
け
た
結
果
で
は
、

な
か
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば

都
会
で
は
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
な

運
転
の
仕
方
で
も
、
白
石
で
は
起
き

る
可
能
性
が
あ
る
事
も
、
相
手
の
事

を
考
え
る
余
裕
が
な
い
事
か
ら
く
る

も
の
で
す
。
最
近
夜
間
運
転
の
際
に

交
差
点
で
信
号
待
ち
の
時
、
ラ
イ
ト

を
消
し
て
待
っ
て
い
て
、
青
信
号
と

同
時
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
走
り
出
し

ま
す
。
こ
の
車
に
対
抗
し
て
い
る
方

は
、
ラ
イ
ト
が
急
に
つ
く
た
め
に
、

ま
ぶ
し
く
、
横
断
中
の
歩
行
者
も
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

運
転
は
危
険
で
す
か
ら
、
や
め
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
読
売
新
聞
の
「
デ
ザ
イ
ン
再
考
」

と
云
う
記
事
の
中
で
、
交
通
安
全
に

関
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
　
「
山
を

削
る
な
〃
観
光
道
路
」
　
「
生
活
道
路

か
ら
の
通
過
車
追
放
作
戦
」
等
々
の

中
に
、
白
石
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
　
「
白
石
の
町
並
み
は
、
四

号
線
ぞ
い
に
細
長
く
つ
づ
い
て
い
て

道
に
面
し
て
正
門
の
あ
る
小
学
校
が

あ
っ
た
。
道
に
そ
っ
て
寺
や
病
院
が

あ
っ
た
り
し
た
か
ら
、
私
達
の
バ
ス

が
通
り
抜
け
た
こ
の
道
も
ま
た
、
も

と
は
、
こ
の
集
落
の
大
事
な
暮
ら
し

の
中
枢
機
能
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

大
量
に
通
過
す
る
他
県
他
町
の
車
に

そ
の
道
を
ゆ
ず
り
渡
し
て
細
長
い
白

感…

藝

灘
濡

石
は
、
今
さ
ら
に
細
長
い
二
つ
の
集

落
に
わ
け
ら
れ
た
一
と
云
う
内
容
で

あ
る
。

　
地
域
社
会
の
生
活
道
路
を
「
車
」

が
占
領
し
て
、
自
分
ら
の
通
過
道
路

に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
よ
く
な
い

こ
と
で
あ
る
。
道
路
に
も
モ
ラ
ル
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か

　
ま
た
、
「
高
速
道
に
危
険
な
難
聴
」

と
云
う
文
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
事

が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
で
ス
テ
レ
オ
を
聞

い
て
い
る
男
達
は
、
皆
「
難
聴
」
で

あ
る
。
隣
の
部
屋
で
電
話
が
鳴
っ
て

い
て
も
聞
え
な
い
、
友
達
が
「
居
る

か
い
」
と
入
っ
て
来
て
も
気
づ
か
な

い
。
車
の
窓
を
閉
め
き
っ
て
、
カ
ー

ス
テ
レ
オ
を
聞
き
な
が
ら
、
高
速
道

路
を
飛
ば
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も

ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
の
男
と
同
様
「
難
聴
」

状
態
に
あ
る
。
す
ぐ
横
を
百
四
＋
・
。

の
違
反
ス
ピ
ー
ド
で
追
い
抜
い
て
行

く
コ
ワ
イ
車
の
音
で
す
ら
、
う
っ
か

り
聞
き
落
す
、
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
で
恥

あ
る
。
風
の
音
が
う
る
さ
い
と
、
窓

を
閉
め
き
っ
て
い
る
か
ら
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
「
車
の
外
の
音
」
が
聞
き
と

れ
な
い
。
お
ま
け
に
、
カ
ー
ス
テ
レ

オ
ま
で
か
け
て
、
「
超
つ
ん
ぼ
運
転
」

を
す
る
。
こ
れ
で
は
、
高
速
道
路
の

事
故
が
あ
と
を
た
た
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
云
う
内
容
で
あ
る
。
私
も

同
感
で
あ
る
。
カ
ー
ス
テ
レ
オ
は
や

め
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
私
達
は
、
も

う
少
し
相
手
の
事
を
考
え
る
余
裕
、

歩
行
者
は
車
の
こ
と
を
、
運
転
者
は

歩
行
者
の
こ
と
や
、
ま
わ
り
の
音
に

も
注
意
出
来
る
余
裕
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
白
石
市
に
お
け
る
、
道
路
標
識
は

乱
立
ぎ
み
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
短
ヶ
町
の
松
田
米
屋

さ
ん
か
ら
北
町
裏
に
ぬ
け
る
、
長
さ

五
十
㌶
巾
四
灯
の
道
路
に
、
｝
方
通

行
の
標
識
、
最
大
幅
2
釘
制
限
の
標

識
、
駐
車
禁
止
等
の
標
識
十
二
個
ポ

ー
ル
十
一
本
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
一

番
前
の
標
識
し
か
見
え
ず
、
何
ん
の

た
め
の
標
識
か
わ
か
ら
な
い
。
ポ
ー

ル
を
鳥
居
型
に
し
て
上
部
に
標
識
を

取
り
付
け
る
よ
う
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
：
：
、
各
，
：
：
・
　
，
■

あ
る
社
説
に
、
現
在
三
十
六
億
の
人

口
を
収
容
し
て
い
る
地
球
と
云
う
、

天
体
の
持
つ
「
機
能
」
が
有
限
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
す
と
共
に

人
類
生
存
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め

に
、
具
体
策
を
明
示
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
達
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
・
今
後
自
動
車
を
無
制

限
に
増
や
し
続
け
て
よ
い
も
の
か
、

真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
動
車
は
便
利

で
あ
る
。
便
利
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程

に
、
そ
の
陰
に
悪
魔
が
、
ひ
そ
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

白石市長選挙並びに自石市議会議員選挙
　●　選挙の期日　』→　4月26日㈹
　●　選挙の期日の告示日→4月16日（火）

●立候補届出期問囎擁1の2日問

　立候補予定者等関係者説明会
　　　　　　　4月5日囲
　　　　　　　午後1時30分
　　　　　　　市役所　第3会議室

　　　　　　白石市選挙管理委員会
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第
三
回

　
奥
さ
ま
大
学
閉
講

　
　
　
　
一
二
八
名
修
了

　
市
と
県
の
共
催
に
よ
り
開
か
れ
て

き
ま
し
た
、
「
第
三
回
奥
さ
ま
大
学
」

通
信
講
座
を
閉
講
し
ま
し
た
。
熱
心

に
一
年
間
勉
強
し
た
百
二
十
八
名
の

主
婦
に
、
そ
れ
ぞ
れ
修
了
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
内
容
は
、
主

婦
に
必
要
な
消
費
生
活
の
基
礎
知
識

で
あ
る
流
通
問
題
、
電
気
の
知
識

上
手
な
買
い
方
な
ど
を
勉
強
し
ま
し

た
。　

閉
講
式
記
念
講
演
と
し
て
、
麻
生

市
長
と
前
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所

長
よ
り
話
が
あ
り
、
修
了
し
た
主
婦

は
明
る
い
笑
顔
で
明
日
か
ら
の
生
活

に
張
合
い
が
出
き
た
と
話
し
て
お
り

ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　〆

細ズクーリンク鄭麩糊

　　昭和48年度定期種痘実施
定期種痘を次の日程で行いますから、お忘れ

なく種痘接種を受けましょう。

第1期とは……生後6ヵ月～24ヵ月に至るま
でに受ける。

第2期とは……小学校入学前6ヵ月以内に。

第3期とは……小学校卒業前6ヵ月以内に。

程日

場会受付時間

市民会館

ノ’

〃

ノノ

〃

〃

〃

ノ1

自
動
車
税
納
期
は

痘種

検診

1，30～2．00

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

年
一
回
五
月
に

期定

種痘象対

7313第1期

3．1143〃

3．1153〃

3．1363第2期

3．1373ノノ

3，183，11〃

3．18

3，19
3．12第3期

3．193．13〃

◎
今
ま
で
は
、
四
月
と
十
月
の
年
二

　
回
に
納
期
が
分
け
ら
れ
て
い
ま
し

　
た
か
、
法
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て

　
年
］
回
、
五
月
十
六
日
か
ら
五
月

　
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
納
税
す
る

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

㊦
年
税
額
を
一
回
に
納
め
る
こ
と
に

　
な
り
ま
す
の
で
、
ま
え
も
っ
て
納

　
税
の
計
画
を
た
て
て
く
だ
さ
い
。

▽
新
し
く
自
動
車
を
購
入
し
た
と
き

　
年
の
途
中
で
自
動
車
を
購
入
し
、

　
新
規
登
録
し
た
場
合
は
登
録
し
た

　
月
の
翌
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で

　
の
月
数
に
応
じ
、
月
割
で
算
定
さ

　
れ
た
税
額
を
登
録
の
と
き
に
自
動

　
車
税
管
理
事
務
所
に
納
め
て
く
だ

　
さ
い
。

▽
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
と
き

　
年
の
途
中
で
自
動
車
の
所
有
者
が

　
変
っ
て
も
、
変
更
前
の
所
有
者
が

　
年
税
額
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

　
す
。

▽
廃
車
、
ま
っ
消
登
録
し
た
と
き

　
年
の
途
中
で
、
ま
っ
消
登
録
し
弄
．

　
こ
と
に
よ
り
、
納
税
義
務
が
消
滅

　
し
た
場
合
は
、
そ
の
ま
っ
消
登
録

　
を
し
た
月
ま
で
月
割
で
計
算
し
、

す
で
に
納
税
さ
れ
た
場
合
は
差
額

　
を
還
付
し
ま
す
。

新
入
学
の
ご
準
備
は
〃

　
四
月
に
、
新
入
学
す
る
お
子
さ
ん

の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
通
学
服
や
学

用
品
の
こ
と
で
、
あ
れ
こ
れ
と
心
づ

か
い
し
て
お
る
こ
と
で
し
よ
う
、

ラ
ン
ド
セ
ル
や
鉛
筆
箱
な
ど
、
学
用

品
は
な
る
べ
く
取
扱
い
の
簡
単
な
も

の
を
選
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

①
体
裁
よ
り
実
用
的
な
も
の

②
少
し
高
価
で
も
丈
夫
な
も
の

③
学
習
に
必
要
な
も
の
だ
け
買
う

④
学
校
で
共
同
購
入
す
る
も
の
が
あ

　
る
の
で
、
ダ
ブ
ラ
な
い
よ
う
に
。

⑤
広
告
（
指
定
店
と
か
推
せ
ん
な
ど
）

　
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
。

⑥
兄
弟
や
友
達
な
ど
の
お
さ
が
り
や

　
手
作
り
も
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
生
活
を
見
な

お
す
今
の
時
期
に
、
資
源
愛
護
の
意

味
で
も
、
教
育
上
よ
い
機
会
か
と
も

思
い
ま
す
。

　
特
に
小
学
校
用
の
文
具
に
は
、
不

必
要
な
装
飾
や
、
粗
悪
品
、
抱
き
合

せ
品
、
極
端
な
高
級
品
な
ど
め
だ
ち

ま
す
。
目
的
を
忘
れ
ず
に
選
び
ま
し

よ
・
つ
。

　
　
　
　
（
消
費
生
活
相
談
員
）

一5一
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［
饗
姻
創

　
　
　
f
、

圓
（
内
線
二
九
〇
番
）

妊
　
婦
　
相
　
談

該
当
者

日
　
　
寺

場
　
所

2
月
届
出
の
者

3
月
12
日
　
午
後
－
時

白
石
市
民
会
館

三
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
n
月
1
5
日
～
n
月
30
日

　
　
　
　
ま
で
の
出
生
者

日
時
3
月
7
日
又
は
1
4
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
保
健
所

六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者

日
　
　
寺

場
　
所

昭
和
娼
年
9
月
出
生
者

3
月
2
0
日
又
は
2
8
日

午
後
1
時

白
石
市
民
会
館

十
二
ヵ
月
児
検
診

該
当
者

日
　
時

場
　
所

昭
和
48
年
2
月
出
生
者

3
月
1
3
日
午
後
1
時

白
石
市
民
会
館

三
才
六
ヵ
月
児
検
診

場
　
所
　
白
石
保
健
所

國
爪
内
線
二
三
三
番
）

　
定
期
生
活
相
談

日
　
時
　
3
月
5
日
　
1
5
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
12
時

場
　
所
　
白
石
市
役
所

　
高
令
者
職
業
紹
介
相
談

日
時
3
月
5
日
19
日

25
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

場
　
所
　
白
石
市
役
所
内

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
事
務
所

国
（
内
線
二
四
七
番
）

　
固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
　
　
縦
覧
期
間
に
つ
い
て

旨
（
⑤
三
六
杏
番
）

2623191285
日日日日日日

3
月
の
行
事

書民盆書民盆
道謡栽道謡栽

囲謡造囲謡造
碁曲園碁曲園

将詩華将詩華
棋吟道棋吟道

茶
道

茶
道

13

日
停
電
の
た
め
入
浴
で
き
ま
せ
ん
。

しc

入
学
、
卒
業
、
就
職

　
お
め
で
と
う
〃
一

　
お
子
さ
ま
の
、
学
校
入
学
、
進
学

進
級
、
卒
業
、
就
職
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
健
康
で
強

く
、
正
し
く
朗
ら
か
に
成
長
す
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
、

　
も
う
す
ぐ
春
休
み
〃

　
春
の
お
と
す
れ
に
、
子
ど
も
達
も

心
理
的
空
白
や
緊
張
感
な
ど
か
ら
、

予
期
し
な
い
家
出
や
非
行
が
見
ら
れ

ま
す
。
ご
家
庭
で
は
よ
り
以
上
子
ど

も
の
生
活
、
行
動
に
注
意
し
て
、
事

故
の
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
．

　
青
少
年
に
期
待
す
る
〃
叫

　
学
業
や
社
会
生
活
の
面
で
、
学
力

の
向
上
、
社
会
氏
と
し
て
の
人
間
形

成
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
友

好
、
友
愛
、
信
頼
の
態
度
、
平
和
へ

の
道
を
考
え
て
、
青
少
年
へ
の
期
待

が
一
層
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
例
年
3

月
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で
縦
覧
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
今
国
会
に
地

方
税
法
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
お

り
、
固
定
資
産
税
の
算
定
方
法
が
大

幅
に
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
縦
覧
期
間
が
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
自
昭
和
4
9
年
4
月
1
日

縦
覧
期
間

　
　
　
　
　
至
昭
和
49
年
4
月
2
0
日

場
　
所
　
市
役
所
　
税
務
課

　
市
民
と
し
て
の
自
覚
を
〃

　
よ
り
よ
い
白
石
市
民
と
し
て
の
育

成
を
考
え
、
広
く
国
民
、
国
際
人
と
し

て
、
有
為
有
能
な
人
間
に
な
る
よ
に
。

浄
・
・
倭

　
巾
内
で
〃

囹
闘
國
噂
内
線
二
△
番
）

街
路
灯
維
持
組
合
市
補
助

　
　
　
　
　
申
請
は
お
早
目
に
〃

　
街
路
灯
を
共
同
で
維
持
管
理
し
て

い
る
組
合
に
対
し
て
、
市
で
は
補
助
金

を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
48
年
度

に
新
た
に
組
合
を
結
成
し
た
と
こ
ろ

ま
た
は
通
知
も
れ
の
と
こ
ろ
は
、
市
商

工
観
光
課
へ
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご保広　日
協広存報各と四
力報し紙種月月

く紙てで行二号

だはくお事回よ

さ’だ知’発り
い隣さら予行」

。のいせ防い広

　人。し接た報
　も　ま種しし
　待　す’まよ

　っ　。成すい

　て　回人Qし
　お　覧病”
　り　に検一
　ま　な診　日

　す　つ等発
　。たの行
　早　ら個　」

　く良人お
　回　く通知
　覧読知　ら
　すみを斐、
　る　’な版『
よ大く、ノノ

　う　切し十
　’　に’五

國
（
⑤
老
看
番
）

　
3
月
の
行
事

市
長
杯
、
商
工
会
議
所
会
頭
杯

卓
　
球
　
大
　
会
　
　
　
　
17
日

49

年
度
行
事
計
画
作
成
委
員
会
1
3
日

日
本
舞
踊

茶
道
裏
千
家

料
　
　
　
理

華
道
　
池
坊

華
道
小
原
流

ギ
　
タ
　
！

和
　
　
　
栽

剣
　
　
　
道

該
当
者

日

日寺

昭
和
45
年
9
月
！
日
～

30

日
ま
で
の
出
生
者

急
膝
2
6
日
午
後
12
時
3
0

～
1
時
ま
で
受
付

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ビ
ン
ポ
ン

ス
ィ
ー
ト
ピ
ー

民
　
　
　
謡

着
付
講
習
会

4
日
H
日
1
8
日
2
5
日

5
日
12
日
1
9
日
2
6
日

5
日
12
日
1
9
日
2
6
日

7
日
M
日
2
8
日

1
日
8
日
！
5
日
22
日

2
日
9
日
1
6
日
2
3
日

2
日
9
日
6
日
3
日

　
　
　
　
1
　
　
　
9
）

4
日
8
日
11
日
1
5
日

18

日
2
2
日
2
5
日
2
9
日

5
日
12
日
1
9
日
2
6
日

5
日
7
日
12
日
1
4
日

7
日
1
4
日
28
日

1
日
8
日
1
5
日
22
日

2
日
9
日
6
日
3
日

　
　
　
　
ー
　
　
　
ウ
θ

圓
（
内
線
二
二
四
番
）

　
行
政
相
談
日

日
　
時
　
3
月
9
日

　
　
　
　
午
後
－
時
～
3
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

医番当日休

科外手斗内曜日月

刈田　病院⑤2145

朝倉病院⑤2101

刈田　病院⑤2145

銭谷　医院⑤2010

宮城　医院⑤2062

伽藤（ガ医院⑥2653

亘理　医院⑤2355

大沼　医院⑤2502

芭　　医院⑤2410

水野　医院⑤2735

加藤（司医院⑤2001

引地　医院⑤2036

日
日
日
祝
日
　
　
日

3
1
0
1
7
2
1

24

31

3

　ρ一

印
刷
所
　
本
木
印
刷
毬


